
金山城跡（太田市） 築城年代：文明元年（1469年）、築城者：岩松家純

　　　ここは金山城跡下にある「史跡金山城跡ガイダンス施設」



あの隈研吾の設計らしい



　　　ガイダンス施設で手に入れたリーフレットの金山城鳥瞰図/山上の西城近くに駐車場（金山モータープール）があるようだ



　　　　　ガイダンス施設の裏手にあるこの山道を登って行くと城跡の一番西のエリアに行けるようだが



　今回は車で前方の案内表示のある所を左手に登って行くこととする



　　　　　　「金山公園」と記された石碑



　急坂を登って行くと途中にこんな所があった



　　説明坂が立っている







　　発掘調査中のようだ



　　　　こんな塩梅



　　さて、これは山上の駐車場に立つ太田市観光ガイドマップ/実城（みじょう）とはいわゆる本丸のことらしい



　　上に案内板が見える





　　案内板が立つエリアは「西城」で右手に行くと「実城」、左手は「見附出丸」に行くようだ



　　こちらが左手の「見附出丸」方面/こちらへは後程行くこととする



　　　こちらが「実城」方面（東方向）/まずはこちらへ行ってみよう



　　　　　　ここは総合案内板のある所





　総合案内板から「西矢倉台」へと進んでみよう



　　　ここを登って行く





　　　東方向へと進む



　　「西矢倉台」の更に向こうに「物見台」がある



　　　　説明坂がある



　　ここから右手に折れ下って行くと桟道（かけはしみち）へと繋がるようで、この道が「旧通路」ということらしい



　更に進むとここは「西矢倉台西堀切」の手前



　　　　説明坂がある





　　　これは園路の橋



　　右手を見るとこれが「西矢倉台西堀切」



その堀切を進んで行くと説明坂が見える/堀底には石が敷かれている



　　　　　正面は「桟道（かけはしみち）」





　この「桟道」は金山城の西を守る「西城」と城の中心部の「実城（みじょう）」とを結ぶ連絡道の一部だったようだ



　　　　下から見上げたところ/急斜面に沿って造られている



　　　　　先程の堀切を見返したところ



堀切を戻る/前方の園路の橋の辺りに敵兵の北からの侵入を防ぐための柵があったという



　　　　　橋の下から北方向を見たところ



　　　　　　橋の上から北方向を見たところ/急崖を下って行く



　　　　　さて、園路を更に東方向に進むとまた説明坂がある





　　右手を見ると、ここが「西矢倉台下堀切」



　　堀切を進んでみる



　　　　　　先程の「桟道（かけはしみち）」を進んだ所に出た



　　この先が先程見た「桟道」の始まり部分



　　　　振り返って反対方向を見たところ/ここを登って行くと「西矢倉台」に至るようだ



　　　　　　これは堀切を見返したところ



　　堀切を戻る/堀切が上部が逆「ハ」の字、下部は箱状に掘られているのが見て取れる



　　その先（北側）はこんな感じになっている



　　　　さて、園路を更に東方向に進む



右手を見ると平場が見える



　　ここが「西矢倉台」





　　　　南方向の眺め



　　アップで見たところ/もやっていてはっきり見えない



眼下を見ると通路があり、これが「西矢倉台下堀切脇通路」のようだ



　　　　これは右手（西方向）を見たところ



　「西矢倉臺趾」と記された標柱が立っていた



　　　東方向を見たところ/こちらの「西矢倉台通路」を進むと「馬場下通路」へと向かう



　　　「西矢倉台」方向を東側の「西矢倉台通路」から見たところ





　　さて、「西矢倉台通路」を「馬場下通路」へと進むと前方に「物見台下堀切」が見えてくる



　　　正面は「物見台下堀切」とそこを渡る土橋/前方は「土塁石垣」で、ここから先が見通せないように曲がった通路となっている





　　　　この「物見台下土橋」の先は石敷きの通路となっている



　　　右手を見たところ/堀切が下って行く



　右手を見たところ/「物見台」の岩肌が見える



「物見台」を見上げたところ



　　　　　「物見台下堀切」を見たところ



　　　　その左手を見たところ/こんな岩盤を堀切ったということ



　　　　　　堀切下から土橋越しに堀切上部を見上げたところ



　　　　振り返って堀切下部を見たところ



　　　　　　さて、土橋を渡ってその先の石敷き通路を進もう



　　　　　　石敷き通路は前方でこの先にある竪堀にかかる木橋方向と堀底に下りる階段に分岐している



　　　　振り返って土橋方向を見たところ



　　ここが竪堀にかかる木橋と堀底の通路に下りる階段（右手）



　　　　　これは竪堀を見下ろしたところ/その向こうに一段下がって平場が見える



　　アップで見たところ



　　　その平場を反対側から見たところ/ここは「馬場下曲輪」/前方の竪堀の近くに説明坂が見える/左手には標柱が立っている



　　　　「大手口馬場」と記されているが



　　　　　これが竪堀の傍にある説明坂





　　　　さて、竪堀にかかる木橋を渡ろう



　　　　　　右手に竪堀を見たところ/竪堀に沿って石垣でできた土塁が延びている



　　　　　これはその竪堀下から木橋を見上げたところ/左手に説明坂が立っている





　　竪堀をアップで見たところ/両サイドの土塁が石垣でできている



　　　振り返って竪堀の先を見たところ/斜面を下り落ちて行く



　　さて、これは木橋を渡って振り返ったところ



　　　　　そこで竪堀を見下ろしたところ



　これは少し進んだ「馬場下通路」にある「礎石建物跡」/この左上が「物見台」と「馬場曲輪」を繋ぐ「馬場通路」





　　反対側から見たところ







　　　　左上に登ると「物見台」と「馬場曲輪」を繋ぐ「馬場通路」/右手前方に進むと行き止まりで、そこには「掘立建物跡」がある



　　　　　　これが「掘立建物跡」/正面遠方に見える建物がある所は「馬場曲輪」/右下は「馬場下曲輪」





　　反対側から見たところ



　　　　これは振り返って「馬場曲輪」にある建物を見たところ



　　　　　　さて、「物見台」と「馬場曲輪」を繋ぐ「馬場通路」に上ると、左手方向に「物見台」があるようだ



　　　　　こちらの奥が「物見台」/少し先に標柱が立っている



　　　　　振り返ってこちらに「馬場曲輪」にある建物が見える



　　標柱には「大手口馬場趾」と記されているが



　　前方に「物見台」が見える/すぐ手前に説明坂があり、その先に建物跡の礎石、右手には石塁が見える







　　手前は建物跡の礎石/その向こうは石塁



　反対側から見たところ



　　正面が「物見台」





　　「物見台」に登って北方向を見たところ



同じく南方向を見たところ



　その右下を見ると「物見台下堀切」とそこを渡る土橋が見える/右手が「西矢倉台」方向



　　その左手を見ると「土塁石垣」が見える



　　「物見台」から東方向を見たところ/石敷きされた通路跡の感じや石塁が見て取れる



さて、前方が「馬場曲輪」/「大手虎口」を守る兵が待機していた曲輪



　　　　ここが「馬場曲輪」/3箇所の建物址（1箇所は四阿）、柵列が表示されている



　　　手前は建物址（平面表示）の一つ



　反対側から見たところ/前方は「馬場通路」



　左手は四阿表示された建物址/前方の柵列の向こうは「大堀切」



こんな塩梅/説明坂がある













四阿表示の右手にも平面表示の建物址がある



　　こんな塩梅/前方にも説明坂がある/柵列の向こうは「大堀切」





　　柵列の向こうの「大堀切」を覗き込んだ所



堀止の石積みが見られる



　　　右手を見たところ/緩やかに下って行く



　　　下から「大堀切」を見上げたところ



　　さて、これは「馬場曲輪」の南下で東方向を見たところで、左手に石垣が見える/右手前方は「大手虎口」



　　　　　「上段石垣」と「下段石垣」の二段構成になっている



　　これは「上段石垣」をアップで見たところ



　振り返ると「大手口馬場下残存石垣」と記された標柱が立っている



　　　その向こう（南方向）はこんな斜面となっている/前方下で発掘調査中のようだ



　　　　　その辺りをアップで見たところ



　　　　その斜面を東側から西方向に見たところ/前方のハウスは調査員の詰所か



　　　反対に西側から東方向に見たところ/前方が「大手虎口」



　　　　さて、前方が「大手虎口」/左手にも標柱が立っている



　　　「三の丸下塹壕」と記されているが



　　　　　その先に「月ノ池」がある/その向こうが「大手虎口」





　　　　　　上下二段の石垣で囲まれているのが見て取れる



　　そこから北方向を見ると「大堀切」が「月ノ池」へ繋がっている



　　　　　さて、ここが「大手虎口」/正面は緩やかに曲がった「大手通路」/西側から東方向に見たところ



　　左手を見たところ/「大手通路」の両側に配した檀状の曲輪



　　　　右手を見たところ/兵達の各種建物が再現されている



その更に右手を見たところ/前方のルートが金山城に登って来る車道脇で発掘調査されていた「大手口」からの「大手道」であろうか



　　　　　振り返って進んで来た西方向を見たところ/前方の柵列のある所は「馬場曲輪」/右手に「大堀切」と「月ノ池」が見える









さて、「大手通路」を進んでみよう/正面の通路床には門の礎石がある



　前方には「正面土塁」が築かれている/横矢を射るために築かれた檀状の土塁、通路脇や曲輪内を走る石組み水路が見て取れる



　　　　左手を見たところ/「大手通路」の両側に配した檀状の曲輪/前方の石垣の右上にある建物のエリアは「三ノ丸」のようだ



　右手を見たところ/再現されている建物の場所は「武器庫兼兵の詰め所」だったらしい



　正面が「大手通路」の行く手をふさぐように築かれた「正面土塁」/その手前右手は「南通路」、左手は「北通路」



そこで振り返って「大手虎口」方向を見たところ



　その右手を見たところ/正面には横矢を射るために築かれた檀状の土塁が見える/右上の建物があるエリアは「三ノ丸」のようだ



その檀状の「土塁石垣」から南方向を見たところ/「南通路」や檀状の曲輪に建つ「武器庫兼兵の詰め所」、そしてその一段上の
「南曲輪」に建つ休憩所が見える/手前に説明坂がある







　　　これが「土塁石垣」の6回にわたる構造の変遷を示す遺構



　　　そこから「大手虎口」方向を見たところ/曲輪内を走る石組み水路が見て取れる



右手の石垣を見たところ



これは南側の檀状の曲輪（「大手虎口南上段曲輪」）を東側から西方向に見たところで、「武器庫兼兵の詰め所」と右手に「井戸跡」
が見える/手前に説明坂がある







　　これが「井戸跡」/その向こうに「北通路」と「土塁石垣」が見える







　　　　ここは「武器庫兼兵の詰め所」に併設された「カマド跡」









　これは「大手虎口南上段曲輪」から北側の檀状の曲輪を見たところ



　　　　　その左手を見下ろしたところ/「大手虎口」や「大堀切」、「月ノ池」が見える



　右手の「正面土塁」方向を見たところ/こちらの檀状の曲輪からここを回って「南通路」へのアクセスルートが古い時期の通路という



　　　　前方が「南通路」/右上は「南曲輪」



　その「南通路」を進む



　前方に「日ノ池」がある



　　　　　振り返って「大手虎口南上段曲輪」方向を見たところ



　　これが「日ノ池」/2箇所の石組み井戸が見える/説明坂もある





　　　　石組み井戸



　別の角度から見たところ



　さて、ここは「南曲輪」/「関東の富士見百景」となっているようだ



　　右手方向が富士山



　曇っていて良く見えない



　　中島知久平の胸像



　　金山城跡の説明坂



　　　　　　金山城跡の地形模型がある





　　金山城跡縄張復元図





　　南側から見た地形



　　「月ノ池」（左手）と「日ノ池」が見て取れる



　　　「南曲輪」から「日ノ池」を見下ろしたところ/池の向こうは「北通路」/建物の左手に石碑が立っている



　　　　　さて、手前が「「正面土塁」から回り込んだ「北通路」



　これが「南曲輪」から見えた石碑/その向こうに行き先表示がある





　　「実城」方向へ進むとまた石碑が立っている





　　　　先に進もう



　　　　　ここは「御台所曲輪」/南側から北方向を見たところ



　　右手を見たところ



　振り返ると階段がある



　　階段を下りて見る



　　　　階段を下りて西方向を見たところ



　　　　右手には石碑が立っている/「漢落碑」と記されている



　　これは東方向を見たところ/この辺りも曲輪の一つであろうか



　　階段を見上げたところ/ここは「実城（本丸）」にある新田神社への参道になっている



　階段を登って「御台所曲輪」へ戻ったところ/説明坂が立っている





　　　　　振り返ると「御臺所阯」と記された標柱が立っている



　　　　　　正面は「金山の大ケヤキ」/右手に説明坂がある





　　　さて、「御台所曲輪」を更に北方向に進むと階段上に新田神社の拝殿が見える



　階段手前の右手を見たところ/この辺りの平場まで「御台所曲輪」であろうか/正面奥は通路になっているようだ



　　こんな塩梅/こちらには後程行ってみよう



　　これは階段手前の左手を見たところ/この先が「三ノ丸」のようだ



　　　　これは「実城（本丸）」下にある梅若稲荷神社への階段





　　　　　さて、これが「実城（本丸）」に建つ新田神社の拝殿



　　　　　　振り返って「御台所曲輪」方向を見下ろしたところ



　　　新田神社拝殿





左手が拝殿、右手が本殿



　「実城（本丸）」を東側から西方向に見たところ



標柱と説明坂が立っている







　こちらにも「本丸阯」と記された標柱がある



　別の説明坂もある/劣化していて良く読めない



　　　　　これは「実城（本丸）」を西側から東方向に見たところ



　これは新田神社の左手に建つ御嶽神社拝殿





　　　御嶽神社社殿の側面を見たところ/左手奥が本殿



　　　　これが本殿



　　これはその更に左手に建つ梅若稲荷神社



　　　　　この鳥居を潜って社殿に進む



　振り返ると先程下から見上げた場所が見える



　　梅若稲荷神社拝殿



　　　　　元々、本丸の東北隅に祀られていたと記されている



これが梅若稲荷神社本殿



　傍にこんなものもあった



　　　さて、ここは実城（本丸）の東北隅/さまざまな石造物がある





腰掛石が並ぶ/梅若稲荷神社もこの辺りに祀られていたのであろうか



　　　さて、これは「実城（本丸）」の西側に下りると堀跡と思われる所があり、北側から南方向を見たところ/左手が「実城（本丸）」



　　　振り返って北方向を見たところ/やはり堀切のようだ/右手が「実城（本丸）」、左手は「二ノ丸」のエリア



　　　　少し進んで右手を見上げると石垣がある/右上の建物は梅若稲荷神社社殿



　　　振り返って堀切を見たところ/左手に石垣を見たところ/右手は「二ノ丸」のエリア



石垣をアップで見たところ



　その先の左手を下りて行くと「ぐんまこどもの国」や「金山の森キャンプ場」へ行けるようだ



　右手は「実城（本丸）」を取り巻くように平場が延びている/右手に石垣と説明坂が見える



　　　　足元に「本丸残存石垣」と記された標柱が立っている





野面積（ゴボウ積）の石垣



少し進むと右手に倒れた説明坂と標柱がある/右上が「実城（本丸）」



　　標柱には「本丸裏馬場阯」と記されている





　　　　　「本丸裏馬場阯」を更に進む/右上は「実城（本丸）」



するとまた、標柱が見える



　ここは「武者走り」らしい



　　振り返って進んで来た方向を見たところ/左上が「実城（本丸）」



　　また少し進むと一寸開けた場所に出た



　　　そこから南方向を見下ろしたところ



　　更にその先に進もう



　　　　　何んと新田神社のある「実城（本丸）」への階段手前の右手にあった「御台所曲輪」の平場に出た





　　さて、「西城」まで戻り、今度は「見附出丸」方向へ行ってみよう



　　　　　　西方向へ進む/すぐに土塁状の地形が見えてくる

　　



正面は南北に延びる土塁



　　ここは喰い違い虎口となっており、正面が土橋で両サイドが堀跡



右手の堀跡を見たところ



　　　右手の土塁上に登って北方向を見たところ/左手は堀跡



　　そこで右手の「西城」エリアを見たところ



振り返って「見附出丸」のある西方向を見たところ/標柱が立っている



左手は「見附塹壕」、右手は「西城筋違城門」と記されている/背後には堀跡と土塁が見える



　　土塁には石積みが残っている所がある



　　アップで見たところ



　　　　堀底に下りて北側から南方向を見たところ/左手が石積み



　振り返って北方向を見たところ/堀跡は竪堀状になって下っている



　喰い違い虎口を西側から東方向に見たところ



　　右手の土塁上に登って南方向を見たところ



　　　　反対側から北方向を見たところ



　土塁の左側を見たところ



　同じく右側を見たところ



　　　さて、「見附出丸」へと西方向に進もう



　　　　　少し進むと前方が開けている



　　　　このエリアが「見附出丸」のようだ



　　　　前方は「南土塁」/説明坂がある





　　左手を見上げたところ/右手は「南土塁」



「見附出丸」の西側にはこのような「虎口」がある



　　前方に進んでみよう

　　



　堀切を渡る土橋がある



　　　左手を見たところ



　　　右手を見たところ



　　　　土橋を渡って振り返って見たところ



少し退いて見たところ/左手に標柱が立っている



　　　　「大手前塹壕」と記されているが



　さて、更に西方向へ進む



　　このまま、まっすぐ西方向に進むと「長手、浅間神社」方向、左手に下りて行くと「大光院」へと至るようだ



　「長手、浅間神社」方向



　　　「大光院」方向



　　振り返って進んで来た東方向を見たところ



　　　　さて、ここがその大光院/正面は大阪夏の陣の年に建立されたと云う吉祥門



　　　　　　標柱と説明坂が立っている





　　　　　　境内から吉祥門を見たところ



　　　　　　振り返って境内を見たところ



本堂



　　　　　開山堂

　　



　　　鐘楼の右下に説明坂が立っている





　　寺域に「南曲輪」に胸像があった中島知久平に関する説明坂があった/背後の高まりは土塁の名残りらしい
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